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である｡ 家の数は90軒 (1971年9月現在)あり,その他に小さな小売雑貨店,モスク (回教寺
醍),スラウ (surau,回教礼拝覚), コミュニテ ィーホール (ただし BilekBachaanと名付け
られている), ゴム汁液処理場がある｡ (Map2参照)｡ 筆者滞在中に新しく3軒の家が完成
し,他に4軒の家が建築中であった｡




































































































あろう｡ しかし,停年退職したり,離職したりすると村に帰ってくる ｡ そこで改めて職を探し
たり,生計のたつきを求めたりする｡

































関係を分析したものが Table2である｡ 第1イ トコ婿の中に ｢~母の妹の夫が彼の前配偶者と
の間に儲けた娘｣(MZHD)4)との結婚2ケースも含めた｡血線上は無関係であるが,HMZと
WFとが結婚していることによって義理の第1イ トコと同等に扱われる｡ 第2イ トコ婿の中に
は異世代婚(第1イ トコの娘または父の第1イ トコとの結婚)も含めた｡マL,-流の数え方によ





































4)M-母 ;Z-姉または妹 .,H-夫 ;D-娘,MZDは mother'ssisterlsdaughterと読む.以下次の略







は不明であるが第2イ トコに間違いないというのもこの中に数えてある｡ 第3イ トコおよび第




















































































































































再 婚 × 初
初 婚 × 再
三 婚 × 初
三 婚 × 再
???
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配偶者の適 ･不適は jodoh(生涯の相手 ･対 ･男女の仲 ･適った,適した)ということばで
表現される｡ 日本語で言う宿縁 ･因縁などの予定調和による縁があって2人が結ばれるべくし
て結ばれたというような似合いの男女を jodohとい う ｡ この表において答えられないと答え
た者の多 くは,jodohである限り誰でも配偶者として適当であると答えた者である｡ 一度その
















は遠親 (saudarajauh)と対立する｡ 両者の境界は状況によって異なるが普通第2イ トコが境
界となることは前述した｡ 近親者の中に適った (jodoh)者があるのに, わざわざ遠 くの人間
を選ぶのは,近親をおこらせる(kechilhati)ので良くないとい う ｡ しかし,余 り近すぎるよ
り,遠からず近からずの親類と結婚するほうが良いとする者もある｡ 次に述べる親族婿の幣害
をある程度避けながら,しかも近親婚の良さを残そうというのである｡ さらには, ｢一度遠 く


































































































収入 (自己消費分) を除いた現金収入と近親婚との相関をみてみると TablelOのようにな
Table10 Near･KinMarriageandCashIncome
α ≦:500
































Ⅲ 中 間 考 察









第1イ トコ婚では,母方イ トコ婚16に対 し,父方イ トコ婿は4とかなりの差を示している｡ こ




























と考えるからである｡ イスラーム文化圏におけるイ トコ婿の問題 (cf.Korson1971),日本,
イギリス,アメ1)カのような社会での近親婚の問題 (cf.有賀1968;Firth,etal.1969;Farber
1971),単系親族組織を有する文化圏のイ トコ婚 (cf.L6vi-Strauss1949;Homans& Schnei-
der1955;甲田1972)との比較などについては本稿では取 りあげない｡
Ⅳ 比 較
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ある (ibid.:68ff.)｡ (1)文化的 ･言語的 ･地域的に同じ集団｡ (2)親族集団 (thegroupof
kindred)0 (3)同じ程度の収入,生活水準の家族｡
この三つの適格規準のうち,親族集団内の結婚はもちろんイスラーム法により禁止されてい
る範囲を除くが, その他に慣習上の規則もある｡ 一つは FBD婿が避けられ,MBD,FZD,
MZDなど尊属親に女性の入っている結婚が好まれる｡ ただし,第1イ トコと第2,第3イ ト
コ (この場合も尊属親が男である場合を除く)とはどちらがより好まれるということはない｡










BPでは統計的には FBD婿が1件で明らかに頻度が低い｡ 意識的に FBD婿というものを
避けるべきであるという意見は聞かれなかった｡さらに一世代上の親族婿には FBD婿が多く
なる｡
ⅠⅤ.5. クランタン (Kelantan)のパシルプテ (PasirPuteh)で調査した Downsはクラン
タンマレーの配偶者選択について次のように述べる (1967:139f.)｡ 第1イ トコはあまりにも
近いし,第3イ トコは遠すぎて,理想的なのはイ トコの中でも第2イ トコである｡イ トコ婿を
好む理由は家族の財産の分散を防ぐことにあり,昔はもっと多かったと言われる｡ Downsの
調査では154組の内,12組が第1から第3までのイ トコで,3組が遠い親族同志であるという｡
イ トコ婚率は7.8%である｡ しかも婚姻歴全部を数えるとイ トコ婿の割令が7%弱に下がり,
昔はイ トコ婚が多かったという情報に反すると Downsは述べる｡イ トコ婿の中では第2イ ト







Downsの調査した村 (Jeram)では約%が村内婚である (ibid.:140)｡ これは BP とほぼ
同じである｡Jeram以外の村では特に好まれている村というのは無く,配偶者の出身地は地理











コ婚率3.4%,第2イ トコ婚率6.5%,親族婚率15.4%であり,Downsの調査した Jeram より




ⅠⅤ.6. クランタンの北部に連なるタイ国領マレー ･ムスリム･コミュニティに関しては, 矢
野1970,Fraser1966,Annandale1907などの報告が見られる｡ 矢野は親による配偶者選択の
際に考慮される条件は,(1)富-土地所有,(2)学識,(3)性格などの常識的判断に加えて ｢相手の
家族との交際の容易さ (sangkhom kandaidii)｣という条件をあげている (矢野1970:466)0
後者は矢野によれば ｢地理的距離｣のことで,とくに村内婚が好まれる｡ 村内婚率は約75.6%
である｡イ トコ婚は忌避されていないというが, r遠隔拡大家族｣の問題とあわせてイ トコ婿
の分布は公表されていない｡上記の条件のうち,気安い交際を望む点は BPでも重要である｡
矢野の調査地より南部の Pattaniに近い村落 Rusembilanを調査した Fraserによると,
良き嫁とは ｢美しさ,良い家族背景,富,世俗的 ･宗教的教育｣のいずれかを有していなけれ
ばならない (Fraser1960:305)｡ 同地域の20世紀初頭におけるマレー人の慣習について An-
nandaleは,第1イ トコ婿は禁止されているが (1907:72),親族 (families,kaum)内婚であ
るという (ibid.:74)｡














落を1955年に K.0.L Burridgeが調査している (Burridge1956)｡ 彼はこの村での男系親
族集団の存在を指摘する｡ 政治力,土地所有から見た富力などがこの男系親族集団と密接に結



























assortativematingというべきものである｡ 釣 り合のとれた, あるいは似たもの夫婦である














による結婚取 り決めによる｡ 従って意見としては非親族婿を望む者が多 くても,実際に村にい



























































コ婚は8,第2イ トコ婿は30,第3イ トコ婚は22である｡ 第4イ トコ以上はすでに遠縁すぎて
｢望ましくない｣とされる｡ 最も普通なのは第2･3イ トコ婿で,その他はあまり良くないか,


























































に BP村の場合は Ⅳ.1.に考察した様に隣村の BM や酉マレ-シアの一般農村と違って塊村
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